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呉市下蒲刈町【下蒲刈島】

呉市蒲刈町【上蒲刈島】

▼

安芸川尻駅仁方駅 竹原駅広駅

■ 交通のご案内
広島市内から車で約 1 時間
呉市内から国道 185 号線を竹原方面へ。安芸灘大橋（有料）を渡った最
初の島が下蒲刈島です。下蒲刈市民センター前の無料駐車場をご利用く
ださい。駐車場から美術館まで 260m。

呉市内から電車・バス利用の場合
JR 呉線で広駅または仁方駅で下車し、駅前最寄りのバス停留所から瀬
戸内産交㈱のバス「営農センター・沖友天満宮方面」行きに乗車。下蒲
刈町内「三之瀬」停留所で下車。停留所から美術館まで 300m。

指定施設にて 1,000 円以上ご利用の方に安芸灘大橋の帰りの通行券を進呈。
詳しくは　呉市観光案内所　TEL  0823-23-7845 まで。

■ 次回展覧会のお知らせ

 「日展―つながる画家たち―」

２/１９ （水） ～４/２１ （月）

■ 近隣の文化施設のご案内

開催中～ 1/27（月）所蔵品展Ⅳ
◇朝鮮通信使資料館『図解！ちょうせんつうしんし』
◇陶磁器館『古伊万里を彩る吉祥文様』

松　濤　園

三之瀬御本陣芸術文化館
1/8（水）～ 2/24（月・振休）所蔵品展Ⅳ 『墨の世界―絵画から工芸まで、
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蘭
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黒が魅せるいろどり―』


